
鈴鹿工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 組織制御学
科目基礎情報
科目番号 0036 科目区分 専門 / 選択必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2

開設学科 総合イノベーション工学専攻（エネルギー・機
能創成コース） 対象学年 専1

開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 教科書： 「入門・金属材料の組織と性質」日本熱処理技術協会（大河出版）
担当教員 南部 智憲
到達目標
金属材料の物性を支配する結晶組織の制御に関する学術知識を理解し，実用材料で実際に行われている組織制御法について理論的に説明するこ
とができる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
金属の結晶構造ならびに状態図を
理解し，実用材料の組織制御に応
用できる．

金属の結晶構造ならびに状態図を
理解し，説明できる．

金属の結晶構造ならびに状態図を
理解し，説明できない．

評価項目2
状態図に基いて，鉄鋼材料の相変
態を説明でき，実用材料の組織制
御に応用できる．

状態図に基いて，鉄鋼材料の相変
態を説明できる．

状態図に基いて，鉄鋼材料の相変
態を説明できない．

評価項目3
熱処理による結晶組織の制御方法
を説明でき，実用材料の組織制御
に応用できる．

熱処理による結晶組織の制御方法
を説明できる．

熱処理による結晶組織の制御方法
を説明できない．

評価項目4

材料の静的な機械的性質と結晶組
織との関係を理解し，性質改善に
有効な組織制御の方法を説明でき
，実用材料の組織制御に応用でき
る．

材料の静的な機械的性質と結晶組
織との関係を理解し，性質改善に
有効な組織制御の方法を説明でき
る．

材料の静的な機械的性質と結晶組
織との関係を理解し，性質改善に
有効な組織制御の方法を説明でき
ない．

評価項目5
材料の靭性と結晶組織との関係を
理解し，靭性改善に有効な組織制
御の方法を説明でき，実用材料の
組織制御に応用できる．

材料の靭性と結晶組織との関係を
理解し，靭性改善に有効な組織制
御の方法を説明できる．

材料の靭性と結晶組織との関係を
理解し，靭性改善に有効な組織制
御の方法を説明できない．

評価項目6
材料の疲労現象を理解し，疲労強
度改善に有効な組織制御の方法を
説明でき，実用材料の組織制御に
応用できる．

材料の疲労現象を理解し，疲労強
度改善に有効な組織制御の方法を
説明できる．

材料の疲労現象を理解し，疲労強
度改善に有効な組織制御の方法を
説明できない．

評価項目7
材料の摩耗現象を理解し，対摩耗
性改善に有効な組織制御の方法を
説明でき，実用材料の組織制御に
応用できる．

材料の摩耗現象を理解し，対摩耗
性改善に有効な組織制御の方法を
説明できる．

材料の摩耗現象を理解し，対摩耗
性改善に有効な組織制御の方法を
説明できない．

評価項目8
高温環境下での結晶組織の変化を
理解し，耐熱特性改善に有効な組
織制御の方法を説明でき，実用材
料の組織制御に応用できる．

高温環境下での結晶組織の変化を
理解し，耐熱特性改善に有効な組
織制御の方法を説明できる．

高温環境下での結晶組織の変化を
理解し，耐熱特性改善に有効な組
織制御の方法を説明できない．

評価項目9
材料の腐食現象を理解し，耐食性
改善に有効な組織制御の方法を説
明でき，実用材料の組織制御に応
用できる．

材料の腐食現象を理解し，耐食性
改善に有効な組織制御の方法を説
明できる．

材料の腐食現象を理解し，耐食性
改善に有効な組織制御の方法を説
明できない．

評価項目10
材料のヒートチックおよび溶損現
象を理解し，改善するための組織
制御法を説明でき，実用材料の組
織制御に応用できる．

材料のヒートチックおよび溶損現
象を理解し，改善するための組織
制御法を説明できる．

材料のヒートチックおよび溶損現
象を理解し，改善するための組織
制御法を説明できない．

評価項目11
加工による組織変化を理解し，加
工性改善に有効な組織制御の方法
を説明でき，実用材料の組織制御
に応用できる．

加工による組織変化を理解し，加
工性改善に有効な組織制御の方法
を説明できる．

加工による組織変化を理解し，加
工性改善に有効な組織制御の方法
を説明できない．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
金属材料の結晶組織は物性に大きな影響を及ぼすことから，熱処理や加工によって結晶組織の状態を制御することによ
って，目的とする物性を得ることができる．金属材料の物性値と結晶組織との関係を理解するとともに，組織制御に関
する学術知識を修得する．

授業の進め方・方法
・すべての内容は，学習・教育目標(Ｂ)＜専門＞に，またJABEE 基準1(2)の(d)(1)に対応する．
・授業はスライドを用いて講義形式で行う．
・「授業計画」における各週の「到達目標」はこの授業で習得する「知識・能力」に相当するものとする．

注意点

<到達目標の評価方法と基準>下記授業計画の「到達目標」を網羅した問題を中間試験および期末試験で出題し，目標の
達成度を評価する．各項目の重みは概ね均等とする．中間試験，期末試験の合計点が満点の60%以上を得点した場合に
目標の達成とする．
<学業成績の評価方法および評価基準>中間試験・期末試験の2回の試験(100点満点)の平均点を最終評価点とする．ただ
し，中間試験が60点に達していない者（無断欠席者は除く）には１回の再試験を課し，再試験の成績が中間試験の成績
を上回った場合には，60点を上限として中間試験の成績を再試験の成績で置き換えるものとする．期末試験については
再試験を行わない．
<単位修得要件>学業成績で60点以上を取得すること．
<あらかじめ要求される基礎知識の範囲>鉄鋼材料，非鉄金属材料，材料組織学，状態図，結晶解析学等，金属材料の結
晶組織に関する基礎知識が必要である．
<自己学習>授業で保証する学習時間と，予習・復習（中間試験，期末試験のための学習も含む）に必要な標準的な学習
時間の総計が４５時間に相当する学習内容である．
<備考>物性工学の基礎となる教科である．

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標



前期

1stQ

1週 状態図と結晶組織 1. 金属の結晶構造ならびに状態図を理解し，説明でき
る．

2週 鉄鋼材料の相変態 2. 状態図に基いて，鉄鋼材料の相変態を説明できる．

3週 熱処理による結晶組織の変化１（焼きなまし，焼きな
らし） 3. 熱処理による結晶組織の制御方法を説明できる．

4週 熱処理による結晶組織の変化２（焼入れ，焼戻し） 上記３

5週 静的強度を改善するための組織制御 4. 材料の静的な機械的性質と結晶組織との関係を理解
し，性質改善に有効な組織制御の方法を説明できる．

6週 靭性を改善するための組織制御１（熱処理，化学成分
の効果）

5. 材料の靭性と結晶組織との関係を理解し，靭性改善
に有効な組織制御の方法を説明できる．

7週 靭性を改善するための組織制御２（加工，表面処理の
効果） 上記５

8週 中間試験

2ndQ

9週 中間試験の解説および復習 上記１～５

10週 疲労強度を改善するための組織制御 ６. 材料の疲労現象を理解し，疲労強度改善に有効な
組織制御の方法を説明できる．

11週 耐摩耗性を改善するための組織制御 ７. 材料の摩耗現象を理解し，対摩耗性改善に有効な
組織制御の方法を説明できる．

12週 耐熱特性を改善するための組織制御 ８. 高温環境下での結晶組織の変化を理解し，耐熱特
性改善に有効な組織制御の方法を説明できる．

13週 耐食性を改善するための組織制御 ９. 材料の腐食現象を理解し，耐食性改善に有効な組
織制御の方法を説明できる．

14週 ヒートチックおよび溶損を改善するための組織制御 10. 材料のヒートチックおよび溶損現象を理解し，改
善するための組織制御法を説明できる．

15週 加工性を改善するための組織制御 11. 加工による組織変化を理解し，加工性改善に有効
な組織制御の方法を説明できる．

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 課題 相互評価 態度 発表 その他 合計
総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
配点 100 0 0 0 0 0 100


